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むらの人口 （平成 21 年 11 月１日現在）　（　）は前月比

 総数：9,292 人（+10）    男 : 4,539 人（+10）  女 : 4,753 人（± 0）
 世帯数 : 3,218 世帯（+6）
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全日本実業団の自転車レースが宮田村で初

めて開催され、約 130 人のトップアスリー

トが宮田村にやってきました。10 ㌻の写

真特集で紹介しています。
　

任
期
満
了
に
よ
り
９
月
末
で
退
任
さ
れ
た
新
井

洋
一
前
教
育
長
の
後
を
う
け
、
10
月
10
日
付
け
で
、

平
澤
武
司
さ
ん
（
町
２
区
）
が
教
育
長
に
就
任
し

ま
し
た
。

　

平
澤
さ
ん
は
小
中
学
校
教
諭
、
教
育
事
務
所
勤

務
、
教
頭
職
を
経
て
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
は
長

野
県
教
育
次
長
を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

就
任
式
で
平
澤

教
育
長
は
『
人
と

人
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
、
横
の

連
携
を
と
り
な
が

ら
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
い
き
た

い
』
と
抱
負
を
述

べ
ま
し
た
。

■
平
成
21
年
第
６
回
議
会
臨
時
会

日
時　

９
月
30
日　

提
案
議
案
１
件

宮
田
村
教
育
委
員
の
任
命
に
関
す
る
同
意（
同
意
）

教
育
委
員
新
井
洋
一
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
た

に
町
２
区
の
平
澤
武
司
氏
（
60
歳
）
が
新
任
さ
れ

臨時会
平成 21 年 第 6 回議会

人事案・補正予

算案等を可決

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
21
年
10
月
10
日
か
ら
平
成

25
年
10
月
９
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

■
平
成
21
年
第
7
回
臨
時
議
会

日
時　

10
月
23
日　

提
案
議
案
３
件

平
成
21
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
補
正
予
算
【
第
５
号
】

　

（
可
決
）

▽
補
正
額　
　
　
　

６
９
６
２
万
２
千
円

▽
補
正
後
の
額　
　

38
億
８
９
９
９
万
１
千
円

▽
主
な
内
容　

地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
事
業

で
行
う
高
齢
者
支
え
合
い
拠
点
施
設
整
備
に
係
る

工
事
請
負
費
用
な
ど
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
可
決
）

▽
契
約
の
目
的　

平
成
21
年
度
宮
田
中
学
校
体
育

館
耐
震
補
強
工
事

▽
契
約
金　
　
　
　

１
億
４
８
０
５
万
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

ヤ
マ
ウ
ラ
・
黒
河
内
建
設
共
同
企
業
体

　

代
表　

山
浦
速
夫

宮
田
村
道
路
線
の
認
定
（
可
決
）

民
間
業
者
・
宮
田
村
土
地
開
発
公
社
に
よ
る
宅
地

造
成
に
伴
う
も
の
で
す
。

平成 21 年 第 7 回議会

平
澤
武
司
教
育
長 

就
任

生
活
保
護
・
非
課
税
世
帯
へ
の
接
種

費
用
助
成

　

村
で
は
生
活
保
護
世
帯
、
村
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
で
、
優
先
接
種
に

よ
り
接
種
さ
れ
た
方
へ
費
用
の
全
額

助
成
を
行
い
ま
す
。
接
種
後
、
医
療

機
関
の
窓
口
で
一
旦
お
支
払
い
後
、

申
請
に
よ
り
村
か
ら
口
座
振
込
み
で

お
支
払
い
し
ま
す
。
申
請
に
は
領
収

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず
お

受
取
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
住
民
福
祉
課
保
健
福
祉
係
（
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
85 - 

４
１
２
８

優先接種対象者
予約

開始日
接種

開始日

１  医療従事者 ― 10/19

２  妊婦 11/2 11/9

３
 基礎疾患のある方（最優先分） 11/2 11/9

 基礎疾患のある方（その他） 11/2 12/9

４
 １歳～６歳児 11/16 12/9

 小学校１～３年生 12/2 12/22

５  １歳未満の小児の保護者 12/17 1/13

そ
の
他

 小学校４～６年生 12 月後
半～１
月前半

１月後半
 中学生

 高校生 [ 輸入ワクチン ] １2 月
または
１月

１月中
 65 歳以上の方 [ 輸入ワクチン ]

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
効
果

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

は
、
重
症
化
の
防
止
に
一
定
の
効
果

が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
感
染

防
止
効
果
は
証
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
接
種
を
し
た
か
ら
と
い
っ
て

感
染
し
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
接
種
し
た
部
分
が

は
れ
た
り
、
熱
が
出
た
り
と
い
っ
た

副
反
応
症
状
、
ご
く
ま
れ
に
重
篤
な

症
状
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
以
上
の
点
を
ご
理
解
い
た
だ
い

た
う
え
で
、
個
人
の
選
択
に
よ
り
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

優
先
接
種
と
接
種
の
手
続
き

　

提
供
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
に
限
り
が

あ
る
た
め
、
国
で
は
重
症
化
の
危
険

が
高
い
と
さ
れ
る
人
が
接
種
で
き
る

よ
う
に
優
先
順
位
を
設
け
て
接
種
を

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
左
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
参
照
）。

　

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
が
優
先
接
種

を
受
け
る
に
は
、
「
優
先
接
種
対
象

者
証
明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
主
治
医
に
ご
相
談
下
さ
い
。
ま

た
乳
幼
児
や
小
中
高
生
、
65
歳
以
上

の
方
の
接
種
は
、
接
種
の
で
き
る
医

療
機
関
に
直
接
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

村
内
の
接
種
場
所

・
斎
藤
診
療
所　

☎
85 - 

４
８
１
７

・
北
原
医
院　
　

☎
85 - 

２
２
１
４

接
種
費
用

全
国
一
律
で
１
回
目
３
６
０
０
円
、

２
回
目
２
５
５
０
円
を
自
己
負
担
。

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
感
染
力
が
強
い
も
の
の
、
タ
ミ
フ
ル
な
ど
の

治
療
薬
が
効
き
、
感
染
し
た
方
の
多
く
は
軽
症
で
回
復
し
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
糖
尿
病
や
ぜ
ん
息
な
ど
の
基
礎
疾
患
が
あ
る
方
や
妊
婦
さ
ん
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
が
感
染
す
る
と
重
症
化
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

県内の優先接種者 接種スケジュール

※最優先分となる基礎疾患は慢性呼吸疾患、慢性心疾
患、慢性腎疾患、神経・神経筋疾患、血液疾患、糖尿
病などの疾患がある方で基準により医師が総合的に判
断しますので主治医にお問い合わせ下さい。

高額医療・高額介護合算
療養制度が始まります

　これまでも医療保険、介護保

険それぞれで月単位で、一部負

国 保
insurance

担金の限度額を設けて自己負担を軽くする制度

（高額療養費制度）がありましたが、長期間に

わたって継続的に治療や介護サービスを受ける

場合、家庭の負担は軽くありません。平成 20

年 4 月から導入された「高額医療・高額介護

合算療養費制度」は、同じ世帯で医療と介護の

両方を利用した場合に、年単位でさらに自己負

担の軽減をはかる制度です。

　この制度では、世帯内の同一の医療保険ご

とに 1 年間（毎年 8 月 1 日～翌年 7 月 31 日）

に医療保険と介護保険両方に自己負担があり、

その合計が限度額を超えた場合に、申請により

限度額を超えた金額が支給されます。自己負担

限度額は、所得や年齢のよって表のように決め

られています。

　引き続き村の国民健康保険及び介護保険に加

入されていて、対象になると思われる方には

12 月以降にご案内の通知をお送りします。計

算期間の途中で保険証の変更があった方は、別

途手続きが必要になりますので、該当になると

思われる方はお問い合わせください。

問住民福祉課住民生活係　☎８５－５８６１

70 ～ 74 歳の世帯 70 歳未満の世帯

上位所得者 67 万円 126 万円

一　般 56 万円 67 万円

低所得者 Ⅱ 31 万円
34 万円

Ⅰ 19 万円

※今年は初年度で対象となる期間が昨年４月からの
　ため経過措置があります。
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村税 13 億 1603 万円

村民税、固定資産税など  37.3％ 

その他の自主財源 3 億 4121 万円

分担金及び負担金・使用料など  9.6％

8975 万円

前年度からの繰越  2.6％

繰入金 4100 万円

 基金（貯金）からの取り崩し 1.2％

地方交付税 9 億 2601 万円

行政サービスの水準を一定に保つために国

から地方に交付されるお金　  26.3％ 

県支出金 1 億 2563 万円

県からの補助金  3.6％ 

国庫支出金   2 億 9948 万円

国からの補助金など  8.5％ 

村債 1 億 6844 万円

村の借金  4.8％ 

その他 2 億 1800 万円  6.2％
歳入 35 億 2557 万円  

歳出

総務費 4 億 9391 万円 14.4％ 

民生費 8 億 8030 万円

  福祉のための費用  25.6％ 

衛生費２億 1783 万円

  健診やごみ処理の費用  6.3％ 

公債費 6 億 51 万円

借りたお金の返済金  17.5％ 

教育費 3 億 6869 万円  10.7％ 

消防費１億 3950 万円 4.1％ 

議会費 5785 万円　1.7％ 

土木費 3 億 715 万円  8.9％ 

商工費 2 億 582 万円  6.0％ 農林水産業費 1億2949万円  3.8％ 

その他 3915 万円　1.1％ 

前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越  2.6 2.6％％

8975 万円

前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越  2.6 2.6％％

歳出 34 億 4023 万円  

前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越前年度からの繰越

000

10 億10 億10 億10 億10 億10 億

20 億20 億20 億20 億20 億20 億

30 億30 億30 億30 億30 億30 億

40 億40 億40 億40 億40 億40 億

50 億50 億50 億50 億50 億50 億

000

2 億2 億2億

4億4億4億

6億6億6億

8億8億8億

10 億10 億10 億10 億10 億10 億

村の借金（決算時の起債現在高） 村の貯金（決算時の基金現在高）

H17　　　H18　　　H19　　　H20 H17　　　H18　　　H19　　　H20

　48 億 874 万円

  　　　　　　45 億 6704 万円

　　　　　　　　　　　　43 億 1656 万円

　　　　　　　　　　　           39 億 6435 万円

                                           　  8 億 3005 万円

　　　　　　                    8 億 5475 万円

　　　　　　    7 億 1256 万円

　  6 億 9996 万円

水道事業会計 収入 支出 差引額

収益的収支 1 億 66 百万円 1 億 36 百万円 30 百万円

資本的収支 6 百万円 37 百万円 △ 31 百万円

下水道事業会計 収入 支出 差引額

収益的収支 2 億 56 百万円 3 億 75 百万円 △1 億 19 百万円

資本的収支 6 億 97 百万円 6 億 83 百万円 14 百万円

１．事業収益
　・公有地取得事業収益　26,351,000 円
　・土地造成事業収益　　69,265,000 円
　・受託事業等収益　　　 3,356,494 円
　　　　計　　　　          98,972,494 円…①
２．事業原価
　・公有地取得事業収益　24,644,724 円
　・土地造成事業収益　　74,497,200 円
　・受託事業等収益　　　　　　　0 円
　　　　計　　　　　　　99,141,924 円…②
■総利益（①－②）　　    △ 169,430 円…③

会計名 歳入 歳出 差引額

国民健康保険 7 億 51 百万円 7 億 38 百万円 12 百万円

老人保健医療 80 百万円 78 百万円 2 百万円

介  護  保  険 5 億 58 百万円 5 億 45 百万円 13 百万円

後期高齢者医療 66 百万円 65 百万円 1 百万円

■特別会計 ■企業会計

■土地開発公社 損益計算書

３．販売費・一般管理費　    452,131 円…④

■事業利益（③－④）　    △ 621,561 円…⑤

４．前受収益　　　　　　　　　　0 円…⑥
５．事業外収益　　　　　　  79,051 円…⑦
６．事業外費用　　　　    2,520,588 円…⑧

■当期損失金（⑤＋⑥＋⑦－⑧）  3,063,098 円
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指
標
で
見
る
宮
田
村
の
財
政
状
況

　

財
政
の
健
全
度
を
示
す
指
標
と
し
て
昨

年
の
決
算
か
ら
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
「
実
質
赤
字
比
率
」
、「
連
結
実
質
赤

字
比
率
」、
「
実
質
公
債
費
比
率
」
、「
将
来

負
担
比
率
」
の
４
指
標
。

　

「
実
質
赤
字
比
率
」
は
一
般
会
計
の
収

支
を
、
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
は
特
別

会
計
を
含
む
全
体
の
収
支
を
示
す
指
標
で

す
が
、
赤
字
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
か
ら

該
当
あ
り
ま
せ
ん
。
残
り
２
つ
の
指
数
を

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

過
去
３
年
間
の

借
金
返
済
額
の
割
合
を
示
す

  

実
質
公
債
費
比
率

                       

　

19.3 

％

　

特
別
会
計
、
企
業
会
計
な
ど
も
含
ん
だ

村
の
全
会
計
に
対
す
る
、
公
債
費
（
借
金

の
返
済
）
に
充
て
ら
れ
た
額
の
割
合
を
過

去
３
年
間
の
平
均
値
で
示
す
も
の
で
、
危

険
レ
ベ
ル
と
さ
れ
る「
早
期
健
全
化
基
準
」

の
指
数
は
25
・
０
％
。

　

一
昨
年
が
20
・
４
％
、
昨
年
が
20
・
０
％

で
、
年
々
下
が
っ
て
い
ま
す
が
、
県
の
平

均
13
・
７
％
と
比
べ
る
と
、
依
然
高
い
数

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

将
来
負
担
す
べ
き

負
債
の
割
合
を
示
す

   

将
来
負
担
比
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

145.4 

％

　

標
準
財
政
規
模
（
財
源
の
規
模
を
示
す

数
値
で
、
通
常
村
に
入
っ
て
く
る
で
あ

ろ
う
税
金
や
交
付
税
な
ど
を
算
定
し
た

額
）
に
対
し
て
、
将
来
、
一
般
会
計
で
負

担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
金
額
の
割
合

を
示
す
も
の
。
こ
の
見
込
み
に
は
公
社

や
、
出
資
法
人
な
ど
に
対
す
る
負
担
も
含

ま
れ
る
。
早
期
健
全
化
基
準
の
指
数
は

３
５
０
・
０
％
。

　

昨
年
よ
り
33
・
５
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て

い
ま
す
が
、　

県
平
均
70
・
４
％
に
比
べ
る

と
ま
だ
非
常
に
高
い
数
字
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
平
成
６
年
か
ら
10
年
に
か
け

て
行
っ
た
村
民
会
館
の
建
設
や
、
下
水
道

整
備
な
ど
に
よ
り
起
債
残
高
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
こ
と
、
村
の
基
金
額
が
少
な

い
こ
と
、
土
地
開
発
公
社
、
宮
田
観
光
開

発
㈱
に
対
し
債
務
保
証
、
損
失
補
償
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
お
も
な
要
因
で
す
。

　

起
債
償
還
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
起
債
残

高
も
減
少
を
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
ど
ち

ら
の
指
標
も
改
善
し
て
い
く
見
込
で
す

が
、
今
後
も
よ
り
一
層
の
財
政
健
全
化
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

平成 20 年度

決算報告
平成 20年度 決算報告
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宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎85-2314

老人福祉センター
☎85-4128

宮田村公式ホームページ
http://www.vill.miyada.nagano.jp

11/13 ～  情報発信！チャンネルみやだ

11/20 ～  商工会だより

11/27 ～  ＴＶこまうすゆきそう１c h

12/ 4 ～  小学校だより

12/11 ～  情報発信！チャンネルみやだ

ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30 8:30 12:30

　　　　　 19:00 21:00 23:00

今月の納税 など
国民健康保健税　第６期
後期高齢者医療保険料　第５期
　納期限・振替日 11/30（月）

水道料・下水道使用料
今月は… 町３, 北割 , 南割
　　　　　　　新田 , 大原

相談日
■心配ごと・行政相談
11/15（日）・12/20（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
11/25（水）・12/ 9（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

よろこび
氣賀澤　ゆかちゃん　　　新田

明・いくみさん

山口　零
れ い や

弥くん　　　　　町２

義博・由佳さん

山本　悠
ゆ う や

矢くん　　　　　町３

秀樹・亜澄さん

宮下　侑
ゆ う と

人くん　　　　　町３

隼・千明さん

大原　いろ花
は

ちゃん　　　大原

克弘・恵美さん

堀内　一
い ち る

龍くん　　　　大久保

敦司・育恵さん

宮下　惺
せ な

那くん　　つつじが丘

宏一・美紀さん

小林　尚
な お

央くん　　　　　町３

貴明・麻里子さん

阿部　雄
た け る

琉くん　　　　　町１

純一・洋子さん

野口　七
な な き

輝くん　　　　　北割

晋也・康代さん

小山　旅
た び と

人くん　　　　　町３

貴志・美香子さん

百瀬　希
き ら り

星ちゃん　　　　南割

章良・薫さん

大澤　悠
は る ま

馬くん　　　　　新田

慎也・由美さん

かなしみ
小椋　たか子さん　　　 79 歳

町１　良安さん・母

宮下　八朗さん　　　 　91 歳

町２　聡八郎さん・祖父

平澤　ぎんよさん　　　 95 歳

新田　常男さん・母

加藤　きよみさん　　　 83 歳

新田　かほるさん・叔母

小田切　百々枝さん　　 92 歳

　　　　大久保　尚子さん・母

𠮷澤　愛子さん　　　　 84 歳

　大田切　弘光さん・母

くらしの情報 INFORMATION

11  NOVEMBER
 霜 月

村用務員募集

　役場宿日直及び各施設管理な

どを行う用務員を募集します。

■募集の条件・人数

　村内在住で軽四貨物自動車、

　動力草刈機を所有する方１名

■受付期間　

　11 月 30 日（月）まで

※申込み方法や勤務条件などく

わしくはお問い合わせください。

問総務課 管理財政係

　　　　　　☎８５－３１８１

青色申告決算等説明会

■日時・会場

　12 月 1 日（火）

　駒ヶ根駅前ビルアルパ３階

　（営業所得は午前 10 時～正

　午、農業所得は午後 1 時 30

　分～３時 30 分）

　12 月２日（水）

　伊那市役所１階多目的ホール

　（営業所得は午前 10 時～正

　午、農業所得は午後 1 時 30

　分～３時 30 分）

問伊那税務署 総務課

　　　　　　☎７２－２１７１

全日本ろうあ連盟
創立 60 周年記念映画上映会

■日時　11 月 22 日（日）

　　　　① 10 時～② 14 時～

■会場　箕輪町文化センター

■上映映画

　『ゆずり葉』 君もまた次のきみへ

■当日券　一般 1,500 円

　　　　　　小中高 1,000 円

問上伊那地区実行委員会

　☎７９－２６００（小林）

シルバー人材センター
入会説明会

■日時　11 月 20 日（金）

　　　　午後２時～

■会場　

　村民会館 ２階 視聴覚室

■入会資格

　概ね 60 歳以上の方

問シルバー人材センター宮田事務所

　　　　　　☎８５－５９１２

守ろうよ
未来を見つめる 小さなひとみ

　11 月は児童虐待防止推進月

間です。

　児童虐待に関する相談対応件

数は依然として増加しており、

社会全体で早急に解決すべき重

要な課題となっています。児童

虐待の防止・解決には、早期発

見が重要です。虐待かな？と

思ったら、児童相談所、福祉事

務所、または宮田村教育委員会

こども室までご連絡をお願いし

ます。

問教育委員会 こども室

 　☎８５－２３１４

特別児童扶養手当のご案内

　特別児童扶養手当は、精神ま

たは身体に障がいのある児童の

福祉の増進を図ることを目的と

して支給されます。 

■受給できる方 

　一定準程度の障がいのある

　20 歳未満の児童の保護者。

※所得制限や申請に必要な書類

もありますのでくわしくはお問

い合わせ下さい。

問住民福祉課 住民生活係

　　　　　　☎８５－５８６１

犬・猫の
不妊去勢手術への補助

　犬・ねこの不妊去勢手術に対

する補助を行っています。

■応募資格

・ 上伊那地域に住む方

・ 12 月 1 日 か ら 来 年 1 月 29

日までに手術を実施できる方

・ 犬の場合は登録、狂犬病予防

　注射実施済みの犬

■補助予定頭数　50 頭

　※希望多数の場合は抽選

■助成金額　１頭 3,000 円

　※ 1 世帯、1 頭のみ

■申込方法

往復はがきで申し込み

・往信はがき

　住所、氏名、電話番号、種別

　（犬・猫）、犬猫の性別、犬・

　猫の年齢、犬の場合は登録番

　号及び平成 21 年度注射番号

・返信はがき

　郵便番号、住所、氏名を記入

　通信欄は未記入

・あて先

　〒３9 ６－ 8 ６６６

　伊那市荒井 3497

　伊那保健所内　動物愛護会　

　上伊那支部事務局　あて

■しめきり

　11 月 26 日（木）必着

問長野県動物愛護会上伊那支部

　　　　　　☎７６－６８４０

収容された犬・猫の返還に
費用がかかります

　10 月 1 日から「動物の愛護

及び管理に関する条例」が制定

され、保健所へ収容された犬ね

こ等の返還には下記のとおり費

用が係ることになりました。

・犬ねこ等の動物の保管に要し

　た費用は 1 頭、1 匹または 1

　羽につき 1 日当たり 700 円

・収容した動物の返還に要する  

　費用は 1 件につき 3,500 円

問伊那保健福祉事務所食品生活

　衛生課　　☎７６－６８４０

第 61 回人権週間
　人権相談所 開設

　12 月４日～ 10 日は人権週

間です。この週間にあわせて相

談所を開設します。お気軽にお

出かけ下さい。

■日時　12 月７日（月）

　　　　午前 10 時～午後３時

■会場　老人福祉センター

問住民福祉課 住民生活係

　☎８５－３１８３

危険物取扱者と
消防設備士試験

■危険物取扱者

　試験日　２月 14 日　松本市

　　　　　２月 21 日　長野市

　願書受付は 12 月 21 日まで

■試消防設備士

　試験日　１月 31 日　長野市

　　　　　２月  ７日　松本市

　願書受付は 12 月７日まで

※願書は消防署にあります。く

わしくはお問い合わせ下さい。

問北消防署　☎８１－０１１９

11 月は
全国青少年健全育成強調月間

　すべての青少年が健全に成長

する安全でより良い環境を整備

していくため『青少年は地域社

会からはぐぐむ』という観点に

立って青少年健全育成運動を推

進しましょう。

問教育委員会 こども室

 　☎８５－２３１４
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た
方
で
精
神
科
治
療
を
受
け
て
い
た
方
は
２

割
程
度
。
も
し
も
早
期
に
治
療
を
受
け
て
い

た
ら
…
。

気
を
つ
け
よ
う
こ
ん
な
サ
イ
ン

心
の
変
化

・
気
分
が
沈
む
、
涙
も
ろ
く
な
る

康
福 祉
健

住民福祉課 保健福祉係

 高齢者の教室　　　  会場：老人福祉センター

 介護者の会

　高齢者元気サロン
   11 月 17 日（火）9:30 ～
   11 月 24 日（火）9:30 ～
   12 月   8 日（火）9:30 ～
　高齢者転倒予防教室
   11 月 20 日（金）9:30 ～
   12 月 ４日（金）9:30 ～

  家族介護者リフレッシュの会　　会場：老人福祉センター

　11 月 26 日（木）・12 月３日（木）９:45 ～
  認知症家族会　　　　　　　　　会場：老人福祉センター

　12 月 10 日（木）9:30 ～  ※認知症介護のことを語りましょう

☎85-2922
な ご み 家

な
ご
み
家
だ
よ
り

な
ご
み
家
だ
よ
り

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

開館 月～土曜
午前9時～
午後５時

  高齢者閉じこもり予防教室

  11 月 18 日（水） 9:30 ～
  12 月   2 日（水） 9:30 ～
  12 月   9 日（水）9:30 ～

  介護相談日 　　会場：老人福祉センター

　11 月 30 日（月）9:30 ～ 12:00
　12 月 ７日（月）9:30 ～ 12:00

う
つ
は
い
の
ち
の
危
険
信
号

　

自
ら
い
の
ち
を
絶
っ
た
人
の
９
割
は
何
ら

か
の
心
の
病
を
持
っ
て
い
た
と
の
報
告
が
あ

り
ま
す
。
う
つ
は
、
マ
イ
ナ
ス
思
考
（
悲
観
、

自
責
感
、
希
死
念
慮
）
が
強
く
な
り
、
冷
静

に
考
え
ら
れ
な
く
な
る
た
め
自
殺
に
結
び
つ

き
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺
さ
れ

中谷内科医院（内）      駒：81-1377

東伊那すこやかクリニック（内小） 駒：83-4024

木下医院（内小）　　 駒：82-3712

下平けやき診療所（内小） 駒：81-6303

座光寺内科医院（内小） 駒：83-3222

神戸医院（内小）         駒：82-3522

11/15

11/22

11/23

11/29

12/ 6

12/13

緊急当番医    
宮＝宮田村　駒＝駒ヶ根市

保健ごよみ  11/16 ～ 12/15

■母と子　相談・健診など

４ヶ月児健診　12/2（水）午後 12:20

対象：H21 年 8 月生まれ

10 ヶ月児健診  12/2（水）午後 12:45

対象：H21 年 2 月生まれ

１歳半健診　　12/2（水）午後 1:30

対象：H20 年 6 月生まれ

３歳児健診　　11/27（金）午後 12:30

対象：H18 年 9 ～ 12 月生まれ

１歳児育児相談　12/10（木）午前 9:15

対象：H20 年 10・11 月生まれ

相談日（母乳・子育て・離乳食・ママの部屋） 

　　 11/24（火）午前 9:00

       12/  8（火）午前 9:00　※母乳相談なし

対象：どなたでも （母乳・子育ては要予約）

ぴかぴかセミナー　11/18（水）午前 9:30

■予防接種

三種混合　 12/ 8（火）午後 12:45

対象：該当児

BCG          12/ 8（火）午後 1:20

 対象：該当児

■成人　相談・健診など

健康相談日 11/24（火）  12/ 8（火）  午前 9:00

特定健診結果報告会　11/30（月）    指定された時間

※指定のあるものを除き、会場はすべて　  

　老人福祉センターです。

支
え
あ
お
う 

心
と
い
の
ち
　

　  

〜 

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と 

〜

Health ＆Welfare
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・
自
分
な
ど
い
な
い
ほ
う
が
良
い
と
考
え
る

・
や
る
気
が
出
な
い
、
集
中
力
・
決
断
力
の

　

低
下
、
記
憶
力
の
低
下
な
ど

体
の
変
化

・
不
眠
、
食
欲
不
振
、
全
身
倦
怠
感

・
耳
鳴
り
、
め
ま
い
、
腹
痛
な
ど

こ
こ
ろ
あ
た
り
が
あ
っ
た
ら

　

早
め
の
対
応
が
大
切
で
す
。
医
師
や
相
談

機
関
に
相
談
、
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◇
休
養

　

家
事
や
仕
事
か
ら
一
定
期
間
離
れ
、
心
と

　

体
を
休
め
ま
し
ょ
う
。

◇
薬
に
よ
る
治
療

　

脳
の
働
き
を
回
復
さ
せ
ま
す
。

◇
心
理
療
法

　

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
で
問
題
解
決
の
サ

　

ポ
ー
ト
を
受
け
ま
す
。

　

今
年
の
作
品
展
と

　
　
お
楽
し
み
コ
ン
サ
ー
ト

　　

10
月
12
日(

月
）
第
６
回
利
用
者
作

品
展
と
お
楽
し
み
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。
な
ご
み
家
を
も
っ
と
大
勢
の

方
に
知
っ
て
も
ろ
お
う
と
、
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　

作
品
展
は
、
も
み
じ
会
、
町
２
区
ミ

ニ
デ
イ
、
コ
ス
モ
ス
の
会
な
ど
団
体
で

利
用
し
て
い
る
方
の
作
品
、
個
人
で
も

油
絵
、
写
真
、
切
り
絵
、
折
り
紙
、
手

芸
品
な
ど
沢
山
の
作
品
を
展
示
す
る
こ

　
 　

　

● 

お
知
ら
せ 

● 
　

辰
野
恒
雄
先
生
の
子
育
て
マ
マ
サ
ロ
ン 

日
時 

11
月
16
日
（
月
）
10
時
～
11
時
30
分

　

近
年
、
自
殺
に
よ
る
死
亡
が
全
国
的
に
増
加
し
、
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
原
因
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
健
康
問
題
、
経
済
・
生
活
問
題
で
す
。
し
か
し
、

自
殺
の
動
機
に
は
、
家
庭
問
題
や
地
域
・
職
場
の
あ
り
方
の
変
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

社
会
的
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
「
う
つ
」（
気
分
障
害
）

な
ど
の
心
の
病
気
が
あ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
生
の
お
話
を
お
聞
き
し
た
り
、
お

仲
間
つ
く
り
に
来
ま
せ
ん
か
。

　

ね
こ
（
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
の
よ
う
な

　

物
で
背
中
が
暖
か
い
）
作
り
講
習
会 

日
時　

11
月
16
日
（
月
）
午
後
１
時
～

持
ち
物　
　
　

布
、
裁
縫
道
具
な
ど 

　

童
謡
の
会 

日
時 

11
月
18
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

短
歌
「
あ
さ
が
お
の
会
」 

日
時　

11
月
30
日
（
月
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　

「
き
ら
り
あ
」
相
談
日 

日
時　

12
月
７
日
（
月
）
午
後
３
時
～

　

障
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら

り
あ
」
か
ら
相
談
員
さ
ん
が
来
ま
す
。

　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

た
く
さ
ん
サ
ツ
マ
イ
モ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
お
茶
、
お
花
、
お
菓
子
、
果

物
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

周
囲
の
人
が
で
き
る
こ
と

　

言
動
や
行
動
、
体
の
不
調
な
ど
、
「
い
つ

も
と
違
う
な
」
と
い
う
変
化
に
早
め
に
気
づ

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
少
し
で
も
気
に
な
っ

た
ら
、
医
療
機
関
や
相
談
機
関
に
相
談
す
る

よ
う
勧
め
ま
し
ょ
う
。

　

本
人
が
拒
否
し
た
時
は
、
無
理
を
せ
ず
、

本
人
が
信
頼
し
て
い
る
家
族
や
友
人
、
上
司

な
ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

   

宮
田
村
の
相
談
窓
口

心
の
相
談
日

　

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
に
心
の
相
談
員
に

よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
住
民
福
祉
課
保
健
福
祉
係
（
老
人
福
祉
セ

　
ン
タ
ー
）　

　
　
　
　
☎
85 -

４
１
２
８

と
が
出
来
ま
し
た
。
お
楽
し
み
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
さ
く
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
初
め
て
ハ
ン
ド

ベ
ル
の
演
奏
を
披
露
し
た
他
、
ギ
タ
ー
、
ピ

ア
ノ
の
演
奏
、
童
謡
、
踊
り
、
大
型
紙
芝
居

な
ど
、
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
で
す
。

なごみ家利用者の作う狩りカットも）

大勢の方に見
に来ていただ
きました。
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10
月
31
日
、
11
月
１
日
の
２
日
間
、

宮
田
村
を
会
場
に
自
転
車
レ
ー
ス
「
全

日
本
実
業
団
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

in
み
や
だ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
選
手
が
各
地

を
転
戦
し
ポ
イ
ン
ト
を
競
う
全
日
本
実

業
団
自
転
車
競
技
連
盟
の
大
会
で
、
来

季
の
登
録
を
か
け
た
選
考
会
と
し
て
行

わ
れ
た
こ
の
宮
田
大
会
は
、
西
山
山
麓

の
有
効
活
用
と
観
光
振
興
を
ね
ら
っ
て

村
が
誘
致
。
多
く
の
企
業
や
村
の
み
な

さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
今
回
初
め

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
２
日
間
に

わ
た
る
大
会
に
は
全
国
各
地
か
ら
約

１
３
０
人
の
選
手
と
、
そ
の
関
係
者
が

来
村
。
村
内
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
泊
ま
り

競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
林
道
を
宮
田
高
原
ま
で
登

る
「
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
」、２
日
目
に
駒
ヶ

原
の
果
樹
園
地
帯
を
60
分
か
ら
１
０
０

分
間
周
回
す
る
「
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
が

行
わ
れ
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が

晩
秋
の
宮
田
村
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

写
真
上
：
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
の
先
頭
集
団

写
真
下
：
A
B
受
付
会
場
の
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
は
自

転
車
を
積
ん
だ
車
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ

た
　
C
レ
ー
ス
を
終
え
た
選
手
に
野
ひ

ば
り
の
会
の
み
な
さ
ん
が
豚
汁
を
振
舞

う
　
D
沿
道
で
は
選
手
の
家
族
と
村
民

が
い
っ
し
ょ
に
応
援
　
E
賞
品
は
リ
ン

ゴ
や
ワ
イ
ン
な
ど
村
の
特
産
品

写真左：1～3距離 12㌔ 
高低差約 800㍍のハードな
コースのヒルクライム　1
延々と続く坂道に挑む選手た
ち　2観客が待ち受ける宮田
高原のゴール地点　3ハード
なコースに必死の形相　4～
8果樹園地帯を周回するクリ
テリウム　4スタートを待つ
選手たち　5ゴール前のスプ
リント勝負　6車列が続く　
7下りのスピードは60㌔に
も　8コース脇には色づいた
リンゴ　9優勝者には勝者の
証し 黄色い「リーダージャー
ジ」が贈られる

2009 全日本実業団
CYCLE ROAD RACING
in MIYADA

2009 全日本実業団
サイクルロードレース
in みやだ

1

2

3

4

56

78

9 ABCDE

疾走

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
競
う
！ 

全
日
本
実
業
団
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス 

in 

み
や
だ
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子どもたちへのメッセージは…
“You can do anything 
    you want in life！ガンバッテ！”

※インタビューの通訳をしてく
れた英語の鈴木先生ご協力あり
がとうございました！ 

第 51 回の梅樹祭（宮田中文化祭）。次の 50 年に向

かって新しい歴史の始まりと位置づけた今回のテー

マは“一”（はじめ）～ 踏み出そう 手を取り合っ

て 新たなる一歩を ～。地域の方を講師にした講座

などの企画もあり新たな一歩を踏み出した梅樹祭と

なりました。

踏
　　　     中学校 梅樹祭  10 月２日・３日

み出そう！新たなる一歩を

むらの話題と出来事

Interview

TOPICS  むらの話題と出来事

宮田中学校 ALT
 ザッカリー エバン 
    バターフィールド さん

て
い
ま
す
。
宮
田
の
子
ど
も
た
ち
は
と

て
も
人
な
つ
こ
い
で
す
ね
。
廊
下
で
す

れ
違
う
と
い
つ
も
ハ
イ
タ
ッ
チ
を
し
て

く
れ
ま
す
。
地
域
の
人
に
も
い
ろ
い
ろ

と
親
切
に
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
ア

リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
ス
」。

　

写
真
を
撮
っ
た
り
絵
を
描
い
た
り
す

る
こ
と
が
好
き
で
す
。
自
分
の
故
郷
と

は
違
う
景
色
や
暮
ら
し
の
風
景
を
た
く

さ
ん
写
し
た
い
で
す
ね
。

　
宮
田
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
ア
シ
ス
タ
ン
ト 

ラ
ン
ゲ
ー
ジ 

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）、
子
ど
も
た
ち
に
は
『
ザ
ッ
ク
』
と
呼
ば
れ
親

し
ま
れ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
出
身
の
ザ
ッ
カ
リ
ー
さ

ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
３
月
に
日
本
に
来
ま
し
た
。宮
田
村
の
印
象
は
「
ベ
リ
ー

ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
！
」。
山
が
と
っ
て
も
き
れ
い
で
、
季
節
ご
と

色
が
変
わ
っ
て
い
く
の
で
驚
い
て
い
ま
す
。
西
駒
登
山
に
も
い
っ

し
ょ
に
行
く
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。
ち
ょ
っ
と
怖
く
て

ゾ
ッ
と
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
ね
。

　

子
ど
も
た
ち
に
は
英
語
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
自
分
は
な
か
な

か
日
本
語
が
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
今
も
漢
字
を
一
生
懸
命
勉
強
し

広報 MIYADA 12広報 MIYADA13

10 月中旬、村内でも新型インフルエンザが発生し、小

中学校では学級閉鎖となるクラスもありました。感染拡

大を防止するため、村民運動会をはじめ、文化祭や小学

生球技大会など多くの行事が中止となりました。

新
　　　　　　　　　   村民運動会も中止に！

型インフルエンザ 村内にも

基本動作を確認する規律訓練のほか、救護団員の指導で救護

訓練、山林火災を想定した長距離送水訓練などをおこないま

した。

有
　　　　　　　  宮田村消防団 秋季訓練  10 月 25 日

時に備え 実戦的な訓練！

美
し
い
宮
田
村
の
秋
が
好
き
で
す

▲ 中学校の音楽会は生徒も観客も全員マスクをして行われました。

▲雨のため体育館での開催になった「我らの広場」。全校での鬼ごっこや
　騎馬戦で盛り上がりました。

毎年行っている物産展や宮田太鼓の演奏にくわえて、今

田
　　　　　　　　田原市民まつり　10 月 25 日

原市に参上 ! どんぶりレンジャー

宮田太鼓のみなさんも宮田村を PR

▲

▲力作が並んだクラス展 ▲地域の方が講師で行った講座の
発表会 。全 17 の講座がありました。

年はどんぶりレンジャーが初参

加。友好都市田原市でも紫輝彩

丼と宮田村を PR しました。田

原市との提携は10周年を迎え、

今月は両市村で記念式典が行わ

れます。

Zachary Evan Butterfield
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信州みやだワイン

 もうすぐ完成！

　

10
月
13
日
、
村
内
12
軒
の
栽
培

農
家
が
丹
精
込
め
て
育
て
た
ヤ
マ

ソ
ー
ビ
ニ
オ
ン
が
本
坊
酒
造
の
醸

造
所
に
運
び
こ
ま
れ
、
み
や
だ
ワ

イ
ン
紫
輝
２
０
０
９
の
仕
込
み
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

梅
雨
明
け
後
の
長
雨
の
影
響
が

心
配
さ
れ
た
夏
で
し
た
が
、
そ
の

後
の
天
候
で
糖
度
も
ば
ん
回
。
特

に
収
穫
直
前
の
晴
天
続
き
が
と
て

も
よ
か
っ
た
よ
う
で
、『
今
年
の

ブ
ド
ウ
は
い
い
で
す
よ
』
と
醸
造

担
当
者
。
破
砕
機
に
か
け
ら
れ
る

と
醸
造
所
い
っ
ぱ
い
に
甘
い
香
り

が
広
が
り
ま
し
た
。

　

紫
輝
２
０
０
９
―
。
12
月
６
日

の
ワ
イ
ン
祭
り
に
解
禁
で
す
！

 

今
年
は
会
場
を
変
え
て
開
催
！

　

山
ぶ
ど
う
の
里 

ワ
イ
ン
祭
り

　

■
日
時

  　

12
月
６
日
（
日
）
午
前
11
時

　

■
会
場

　
　

宮
田
村
体
育
セ
ン
タ
ー

　

■
参
加
費　

５
０
０
円

　

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
！

　
問
産
業
建
設
課 

農
政
係

　
　
　
　
　
　
☎
85 - 

５
８
６
４

環境経営システム『エコアクション 21』取得に向けて

　宮田村では温室効果ガスの削減を目指し、地球温暖化防止実行計画に基づく環境に配

慮した取り組みを実践してきました。そして、さらに効果的、継続的に実践していくた

⑯ 『エコアクション 21』に取り組んでいます

めに環境経営システム『エコアクション 21』の取得に向

けてた取り組みを進めています。

　この『エコアクション 21』とは二酸化炭素や廃棄物の

排出量、総排水量を把握し、省エネルギー、廃棄物の削減・

リサイクルや節水に事業所をあげて取り組むシステムで、

役場では庁舎内の日常の業務だけではなく、様々な業務の

実施に伴う環境への負荷についても把握し、それにより必

要な取り組みを実施しています。また、行政として自らの

取組だけではなく、地域での温暖化防止対策や、廃棄物の

Ecology

シリーズ 環境問題

 　　紫輝 2009

編集
議会だより
編集委員会

☎85-3181
（議会事務局）

議
会
だ
よ
り

　

7
月
27
日
、
「
長
野
県
町
村
議
会

議
員
研
修
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

主
催
は
長
野
県
町
村
議
会
議
長
会

で
、
毎
年
、
松
本
市
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
２
人
の
講
師
に
よ

る
講
演
が
企
画
さ
れ
、
県
内
57
町
村

の
議
員
や
議
会
事
務
局
職
員
な
ど
、

約
６
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

一
つ
目
の
テ
ー
マ
は
、「
地
方
議

会
の
政
策
立
案
機
能
に
つ
い
て
」で
、

市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
客
員
教
授
の
大

塚
康
男
氏
に
よ
る
講
演
で
す
。
同
氏

は
ま
ず
、
議
会
の
約
99
パ
ー
セ
ン
ト

が
条
例
・
予
算
を
原
案
通
り
に
可
決
・

同
意
し
て
い
る
現
状
な
ど
か
ら
、
全

国
的
に
二
元
代
表
制
が
硬
直
化
し
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
議
員
自
ら
が
専
門
的

な
知
識
を
拾
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
述
べ
、
議
員
を
支
援
す
る
議
会

事
務
局
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
に
つ

い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
首
長
の
出
す

議
案
は
、
行
政
組
織
す
べ
て
の
支
援

の
元
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
議
員

が
「
政
策
立
案
機
能
」
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
、
首
長
が
出
し
た
議
案

を
修
正
し
た
り
、
議
員
自
ら
が
議
案

を
出
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
お
話
で
す
。

　

ま
た
、
北
海
道
栗
山
町
議
会
が
時

間
を
か
け
て
、
自
ら
条
例
を
ま
と
め

あ
げ
た
事
例
を
お
聴
き
し
、
下
か
ら

積
み
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
「
活
き

た
条
例
」
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
、
そ
う
し
た
議
員
立
法
に
参
画
す

る
大
切
さ
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

次
に
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教

授(

兼
、
鳥
取
大
学
名
誉
教
授)

の

片
山
善
博
氏
が
、「
地
方
分
権
と
議

会
改
革
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し

た
。
鳥
取
県
知
事
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
経
験
を
交
え
た
も
の
で
、
議
会
が

歴
史
的
建
造
物
・
文
化
財
に
つ
い
て

　
　

岐
阜
県
多
治
見
市　

川か

わ

ち

や

地
家

目
的　

多
治
見
市
は
、
民
間
よ
り
寄

付
さ
れ
た
歴
史
的
建
造
物
の
利
活
用

を
、
民
間
へ
公
募
な
ど
し
て
決
定
し

た
。
そ
の
公
募
・
選
定
方
法
、
問
題

点
等
を
調
査
す
る
。

概
要　

平
成
17
年
に
旧
川
地
家
（
昭

和
初
期
建
築
。
故
吉
田
茂
氏
や
故
松

本
清
張
氏
ら
著
名
人
が
利
用
し
た
高

級
料
亭
）
の
土
地
建
物
の
寄
付
を
受

け
た
。
建
物
の
劣
化
診
断
で
は
、
約

1
億
円
の
改
修
費
が
必
要
と
試
算
。

翌
年
審
査
の
た
め
、
活
用
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
平
成
19
年
４
月
後
利

用
に
つ
い
て
公
募
開
始
（
修
繕
費
は

事
業
者
負
担
）。

→
問
い
合
わ
せ
10
件
、
企
画
書
提
出

1
件
あ
っ
た
が
、
書
類
審
査
を
通
過

す
る
提
案
は
な
か
っ
た
。同
年
11
月
、

検
討
委
員
会
解
散
。

… 

市
長
と
市
内
の
建
築
設
計
士
団

体
で
再
公
募
に
つ
い
て
検
討
。
も
う

一
度
公
募
し
、
事
業
者
が
み
つ
か
ら

な
け
れ
ば
、
各
界
・
市
民
に
改
修
・

維
持
費
の
寄
付
を
呼
び
か
け
る
。
そ

れ
も
ダ
メ
な
ら
建
物
を
収
去
公
園
化

し
、
記
念
碑
を
建
て
る
と
決
定
。

平
成
19
年
11
月
再
公
募
。

→
問
い
合
わ
せ
は
９
件
あ
っ
た
が
、

企
画
応
募
は
な
か
っ
た
。

　

公
募
締
め
切
り
後
、
各
務
ヶ
原
市

に
あ
る
旧
川
上
貞
奴
別
荘
（
文
化
庁

指
定
有
形
文
化
財
）
を
改
修
し
結
婚

式
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
企
業
よ

り
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
平
成
20
年

５
月
、
結
婚
式
場
及
び
コ
ー
ス
料
理

主
体
の
料
理
店
の
事
業
計
画
書
が
提

出
さ
れ
、
市
議
会
全
員
協
議
会
で
説

明
。
翌
月
、
市
議
会
に
て
議
決
。
契

約
後
、
約
１
億
５
千
万
円
を
か
け
た

改
修
工
事
を
経
て
平
成
21
年
４
月

オ
ー
プ
ン
。

質
疑
等 

Ｑ
．
公
募
の
告
知
方
法
は
？

果
た
す
べ
き
責

任
の
重
さ
に
つ

い
て
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ

る
内
容
で
す
。

　

は
じ
め
に
、

多
く
の
自
治
体

が
財
政
危
機
に
陥
っ
て
い
る
事
例
に

触
れ
る
中
で
、
財
政
再
建
団
体
に

な
っ
た
北
海
道
夕
張
市
が
例
外
的
な

存
在
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
の
原
因
は
借
金
の
し

過
ぎ
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
決
め
た
の

は
市
長
や
議
会
で
あ
り
、
道
庁
や
総

務
省
の
お
墨
付
き
ま
で
あ
り
な
が

ら
、
誰
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
か
っ
た

こ
と
に
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、
「
財
政
の
持
続
可
能
性
の

担
保
」
が
議
会
の
最
大
の
役
目
で
あ

る
と
付
け
加
え
ま
し
た
。

　

つ
づ
い
て
同
氏
は
、
市
町
村
で
一

番
大
切
な
政
策
は
「
教
育
」
で
あ
る

と
力
説
し
ま
す
。
た
と
え
ば
、
い
じ

め
問
題
の
責
任
は
市
町
村
教
育
委
員

会
に
あ
り
、
解
決
で
き
な
い
の
は
教

育
委
員
人
事
を
認
め
た
議
会
の
責
任

で
も
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。
ま
た
、

い
じ
め
問
題
の
解
決
な
ど
を
、
お
金

が
な
い
か
ら
国
や
県
に
お
願
い
し
よ

う
と
い
う
考
え
方
は
、
ま
さ
に
「
雨

乞
い
行
政
」だ
と
批
判
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
議
会
の
仕
事
は
参
考
人

質
疑
や
公
聴
会
を
開
き
、
専
門
家
の

意
見
も
聞
き
な
が
ら
常
識
的
な
判
断

を
下
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ

こ
そ
が
本
当
の
二
元
代
表
制
だ
と
述

べ
て
、
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

２
人
の
講
師
の
問
題
提
起
は
、
議

員
・
議
会
が
本
来
も
っ
て
い
る
権
限

を
、
十
分
に
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い

と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

長
野
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

宮
田
村
議
会
で
は
、今
年
か
ら
「
議

会
活
性
化
勉
強
会
」
を
開
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
議
論
を
は
じ
め
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
回
の
よ
う
な
研
修
会
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
村
議
会
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。　

（
天
野
早
人
）

   

常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告
　
産
業
文
教
委
員
会

　
　
　
　
　
参
加
者

　
加
藤
・
清
水
・
牧
田
・
久
保
田
・
小
田
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

宮
井
・
松
田
・
平
沢
産
建
課
長

　
　
　
　
　 

日
　
　
　
平
成
21
年
10
月
20
日
ー
21
日

リサイクル、水、大気、土壌、生態系の保全など地域の環境目標を達成するために、住

民のみなさんに働きかけて、いっしょに推進していきます。

　先ずは役場本庁舎で、この『エコアクション 21』の認証取得を目指し、環境活動レポー

トなどを公表していくことで、地域や事業者のみなさんの参考となり、実践につながれ

ばと考えています。宮田村役場の『エコアクション 21』認証への取り組みは、10 月に

予備審査と本審査を受け、認証結果がでるのはもう少し先になりますが、今後も公共機

関として率先して地球温暖化防止に取り組んでいきます。みなさまのご理解ご協力をお

願いします。　　　　　　　　　　　　　　　　問住民福祉課 住民生活係  ☎ 85-5861

役場入り口に貼られたアイ

ドリングストップを呼びか
けるステッカー
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分
館
活
動
は
、
地
域
活
性
化
に

向
け
て
の
役
割
が
大
事
で
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
老
若

男
女
別
け
隔
て
な
く
心
の
通
っ
た

地
域
を
創
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

当
館
に
お
い
て
は
、
み
の
り
会

を
始
め
６
つ
の
女
性
グ
ル
ー
プ
が

あ
り
ま
す
。
最
初
は
、
若
妻
会
「

実
り
会
」
で
、
良
い
子
が
授
か
る

様
に
と
名
付
け
た
も
の
で
、
そ
の

後
子
供
の
成
長
に
合
せ
た
同
年
代

の
グ
ル
ー
プ
で
、
現
在
６
グ
ル
ー

プ
が
積
極
的
な
地
域
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
特
に
大
き
な
行
事
、

納
涼
祭
・
敬
老
会
で
常
日
頃
の
お

ど
り
等
の
練
習
成
果
の
発
表
が
行

わ
れ
、
大
変
好
評
で
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
活
躍
に
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、
年
２
回

の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
大
会
と
幅
広
い
年
齢
層
の
方

々
に
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
終
る
こ
と

が
で
き
、
後
の
懇
親
会
も
盛
大
に

行
わ
れ
ま
す
。

　

終
り
に
公
民
館
事
業
に
多
く
の

方
が
参
加
で
き
る
様
な
方
策
を
検

討
し
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
事
に
、
こ
れ
か
ら
も
事
業
を
推

進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
＝
つ
つ
じ
が
丘
分
館

分館めぐり

（６）

　

「
何
処
で
す
か
居
た
ら
返
事
を
し
て
く
だ
さ
い
」
小
さ
く
呼
び
て
又
探
し
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
澤　

由
紀
（
町
三
）

　

羽
根
二
枚
合
わ
せ
て
止
ま
る
秋
の
蝶
休
ま
せ
や
ら
む
と
茄
子
取
ら
ず
お
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

裕
江
（
北
割
）

　

コ
ス
モ
ス
の
ゆ
ら
ぐ
む
こ
う
鱗

う
ろ
こ

雲　
　
　
　
　
　

伊
藤
き
よ
み
（
北
割
）

　

踊
り
の
輪
酒
が
支
え
て
夜
は
更
け
ぬ　
　
　
　
　

春
日　

好
章
（
北
割
）

　

終
戦
日
六
十
四
年
生
き
延
び
て　
　
　
　
　
　
　

春
日
甲
子
雄
（
北
割
）

　

亡
き
人
を
偲
び
て
黙
す
秋
立
つ
日　
　
　
　
　
　

小
田
切
藤
彦
（
北
割
）

　

山
が
林
に
な
り
し
冬
銀
河　
　
　
　
　
　
　
　
　

若
山　

芳
子
（
新
田
）

中
越
分
館

分
館
長  

酒
井 

重
彦

▲第１打 ナイスショット！

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
９
月
27
日
、
恒

例
の
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
軟
式
野
球
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
３
種

目
に
交
流
と
親
睦
を
か
ね
た
分
館
対

抗
に
心
地
よ
い
汗
を
か
き
ま
し
た
。

　

軟
式
野
球
は
３
会
場
に
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
が
、
ど
の
会
場
も
賑
や
か

な
応
援
合
戦
の
中
で
、
白
熱
し
た
試

合
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、青
年
・

壮
年
・
熟
年
の
３
部
門
に
熱
戦
を
展

開
し
ま
し
た
。

　

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
は
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
に
て
各
分
館
か
ら
選
ば
れ
た

10
人
の
36
ホ
ー
ル
の
平
均
ス
コ
ア
で

入
賞
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

【
軟
式
野
球
】

優
勝　

町
３　
　

準
優
勝　

大
原

３
位　

北
割
・
町
１

【
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

(

青
年
の
部)

優
勝　

町
３　
　

準
優
勝　

南
割

３
位　

北
割　
　

４
位　

大
田
切

(

壮
年
の
部)

優
勝　

南
割　
　

準
優
勝　

新
田

３
位　

大
田
切　

４
位　
　

町
３

(

熟
年
の
部)

優
勝　

南
割　
　

準
優
勝　

中
越

３
位　

大
田
切　

４
位　
　

新
田

【
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
】

優
勝　

町
１　
　

準
優
勝　

南
割

３
位　

町
２

▲白熱した軟式野球

▲熱戦を繰り広げるソフトバレー

Ａ
．
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
地
元

　
　

紙
に
記
事
と
し
て
掲
載
し
た
。

Ｑ
．
事
業
者
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な

　
　

か
っ
た
が
、
維
持
費
の
か
か
る

　
　

物
件
の
寄
付
を
受
け
批
判
は
な

　
　

か
っ
た
か
？

Ａ
．
地
元
の
方
よ
り
「
保
存
し
て
欲

　
　

し
い
」
と
の
意
見
を
頂
い
て
い

　
　

た
。
ま
た
、
改
修
費
な
ど
は
事

　
　

業
者
負
担
で
、
市
が
お
金
を
使

　
　

う
予
定
は
な
か
っ
た
の
で
批
判

　
　

は
な
か
っ
た
。

Ｑ
．
市
で
負
担
し
て
い
る
分
は
？

Ａ
．
共
用
駐
車
場
一
部
の
維
持
費
、

　
　

建
物
の
火
災
保
険
の
み
。

Ｑ
．
改
修
後
の
地
元
の
反
応
は
？

Ａ
．
周
辺
の
旧
市
街
地
活
性
化
の
シ

　
　

ン
ボ
ル
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

　
　

る
。
高
齢
の
方
は
、
川
地
家
は

　
　

高
級
料
亭
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ

　
　

ス
と
の
捉
え
方
が
あ
る
。
若
い

　
　

方
は
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
結
婚

　
　

式
場
（
レ
ス
ト
ラ
ン
）
と
い
っ

　
　

た
評
価
が
あ
る
。

Ｑ
．
手
を
付
け
ず
歴
史
的
建
造
物
と

　
　

し
て
見
物
料
を
と
る
考
え
は
な

　
　

か
っ
た
か
？

Ａ
．
建
物
の
劣
化
が
激
し
く
、
現
状

　
　

利
用
す
る
こ
と
が
不
可
能
だ
っ

　
　

た
こ
と
も
あ
り
、考
え
な
か
っ
た
。

Ｑ
．
事
業
者
決
定
の
理
由
は
？

Ａ
．
既
に
実
績
が
あ
り
経
営
的
に
も

　
　

安
定
し
て
い
た
。

一
言 

：
昭
和
初
期
の
建
物
で
、
歴

史
的
に
は
さ
ほ
ど
古
く
は
な
い
が
、

歴
代
総
理
な
ど
著
名
人
の
関
連
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
が
あ
れ
ば
、
観
光
資
源

に
も
な
り
え
る
と
感
じ
た
。
し
か
し

昔
の
よ
う
に
賑
や
か
に
人
が
集
ま
っ

て
欲
し
い
と
い
う
地
元
民
の
要
望
が

大
き
く
、
利
活
用
の
民
間
公
募
に

な
っ
た
。
た
だ
、
公
募
に
お
い
て
事

業
者
が
な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た

こ
と
は
、厳
し
い
が
現
実
と
考
え
る
。 

宮
田
村
農
産
物
等
の
販
路
拡
大
に
つ
い
て

○
名
古
屋
市
千
種
区
覚
王
山

　
　
　
　
　

(

有)

え
い
こ
く
屋

　
　
　
　
　

覚
王
山
日
泰
寺
の
縁
日

目
的　

宮
田
村
農
産
物
等
の
販
路
拡

大
の
た
め
都
市
部
の
状
況
を
確
認
す
る
。

概
要　

え
い
こ
く
屋
で
は
、
宮
田
産

品
を
扱
っ
て
く
れ
て
い
る
。
ま
た
、

え
い
こ
く
屋
や
日
本
福
祉
大
の
ご
協

力
の
下
、
毎
月
21
日
に
行
わ
れ
る
覚

王
山
日
泰
寺
の
縁
日
で
、
宮
田
産
品

の
販
売
や
村
の
Ｐ
Ｒ
を
さ
せ
て
貰
っ

て
い
る
。
（
日
泰
寺
は
、
日
本
で
唯
一

と
こ
ろ
と
は
、
深
い
付
き
合
い
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
収
穫
体
験
な
ど
の
ツ

ア
ー
も
始
め
た
。

議会だより　平成 21 年度 第２号

一
言 

：
現
状
、
費
用
対
効
果
は
厳

し
い
が
、
将
来
的
に
は
大
き
な
可
能

性
を
持
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

○
名
古
屋
市
中
区
栄

　
　
　

長
野
県
名
古
屋
事
務
所

　
　
　

長
野
県
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

目
的　

県
の
出
先
機
関
で
あ
る
名
古

屋
事
務
所
と
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

へ
、
宮
田
村
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
有
益

な
情
報
を
得
る
た
め
。

概
要　

前
県
政
下
で
は
、
縮
小
さ
れ

て
い
た
が
、
現
県
政
と
な
り
人
員
配

置
な
ど
充
実
し
て
き
た
。
中
京
圏
の

企
業
の
訪
問
（
昨
年
は
約
１
千
社
）

や
観
光
振
興
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
、

案
内
な
ど
が
主
な
仕
事
。
ま
た
、
就

農
希
望
の
Ｉ
タ
ー
ン
相
談
も
あ
る
。

質
疑
等

Ｑ
．
Ｉ
タ
ー
ン
な
ど
の
問
題
点
は
？

Ａ
．
安
易
な
気
持
ち
で
は
な
い
だ
ろ

仏
舎
利
（
釈
迦
の
遺
骨
）
を
安
置
す

る
お
寺
。
ど
の
宗
派
に
も
属
さ
な
い

寺
で
、
19
宗
派
が
持
ち
回
り
で
３
年

ご
と
に
住
職
を
務
め
、
檀
家
も
な
い
）

　

こ
の
日
は
縁
日
で
、
９
時
か
ら
売

り
始
め
た
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
カ
ー
１
台

分
の
農
産
物
・
特
産
品
な
ど
は
、
平

日
だ
と
い
う
の
に
お
昼
前
に
は
完

売
。我
々
も
販
売
に
協
力
し
な
が
ら
、

お
客
さ
ん
の
反
応
を
観
察
し
た
。

一
言 

：
と
に
か
く
、
平
日
だ
と
い

う
の
に
ス
ゴ
イ
人
出
。
農
産
物
や
加

工
品
な
ど
が
、
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、

大
き
な
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
た
。

○
南
信
州
フ
ァ
ー
ム
プ
ロ
ダ
ク
ツ
マ
ー
ケ
ッ
ト

目
的　

行
政
が
か
か
わ
る
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
の
現
状
調
査
等
。

概
要　

南
信
州
広
域
連
合
、飯
田
市
、

Ｊ
Ａ
で
３
分
の
１（
約
４
３
０
万
円
）

ず
つ
出
資
し
、
昨
年
設
置
さ
れ
た
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
。
売
上
だ
け
で
は

テ
ナ
ン
ト
料
、
人
件
費
な
ど
で
収
支

は
マ
イ
ナ
ス
。
し
か
し
収
支
を
追
求

す
る
の
が
目
的
で
は
な
く
、
食
や
農

を
通
じ
た
南
信
州
の
紹
介
・
案
内
が

メ
イ
ン
で
あ
り
、
観
光
や
地
域
産
業

興
し
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
目
的
。

　

農
産
物
の
入
荷
は
週
４
回
。
農
家

が
継
続
し
て
農
業
に
取
り
組
め
ら
れ

る
よ
う
、
農
家
が
納
得
で
き
る
価
格

で
販
売
し
、
安
売
り
は
し
な
い
。
あ

ま
り
多
く
は
な
い
が
飲
食
店
へ
も
出

荷
し
て
お
り
、
理
解
を
し
て
貰
っ
た

　
　

う
が
、
続
く
か
ど
う
か
が
課
題
。

　
　

地
域
に
溶
け
込
め
る
か
も
重
要
。

　
　

週
末
だ
け
で
も
就
農
体
験
で
き

　
　

る
場
が
あ
れ
ば
。
南
信
は
、
中

　
　

京
圏
に
近
く
雪
も
少
な
い
の
で

　
　

人
気
が
あ
る
。

Ｑ
．
北
信
濃
は
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
と
い

　
　

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
南
信
は
？

Ａ
．
統
一
性
が
な
い
。
逆
に
独
自
色

　
　

を
ウ
リ
に
す
る
の
も
手
か
も
し

　
　

れ
な
い
。
何
度
も
行
き
た
く
な

　
　

る
よ
う
に
。
感
動
を
与
え
る
こ

　
　

と
が
重
要
。

Ｑ
．
高
速
道
路
千
円
の
効
果
は
？

Ａ
．
中
京
圏
の
人
は
、
南
信
を
通
り

　
　

越
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

近
畿
圏
か
ら
の
入
り
込
み
が
多

　
　

い
の
で
は
。

一
言 

：
村
内
、
地
域
が
活
性
化
す

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
、
点
で
は
な

く
村
内
外
で
協
力
し
て
行
う
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。
一
度
だ
け

で
は
な
く
、
何
度
も
来
た
く
な
る
よ

う
な
地
域
に
す
る
こ
と
が
よ
り
大
切

と
感
じ
た
。　
　
　
　

（
清
水
正
康
）

 ご意見・ご感想

 お待ちしています。

 議会だより編集委員会

   連絡先

　☎８５－３１８１

　役場内議会事務局まで

　

10
月
11
日
、
秋
晴
れ
の
中
、
ア
ル

プ
ス
グ
リ
ー
ン
に
て
第
14
回
村
民
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で

集
ま
っ
た
浄
財
が
、
川
口
正
武
実
行

委
員
長
よ
り
、
教
育
関
係
に
使
っ
て

ほ
し
い
と
村
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

優　

勝　

伊
藤　

保
秀

　

準
優
勝　

矢
田　

典
和

　

３　

位　

竹
村　

智
明

　

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞  

壬
生　

善
夫

　

シ
ニ
ア
賞　

         

竹
村　

智
明

　

レ
デ
ィ
ー
ス
賞     

綾
野
寿
美
枝

村
民
ゴ
ル
フ
大
会

  交流と親睦のつどい

 秋季スポーツ大会
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お
は
な
し
隊
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー

   

歩
く
楽
し
み

　

こ
の
と
こ
ろ
、
足
腰
が
す
っ
か
り

鈍
っ
て
き
た
の
で
、
歩
い
て
出
か
け

る
機
会
を
増
や
す
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
車
社
会
に
慣
れ
す
ぎ
て
近
い
所

で
も
車
で
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た

が
、
車
で
通
っ
て
い
る
と
気
に
も
し

な
い
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
風
景
や

音
、
街
の
表
情
を
改
め
て
見
聞
き
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
時
間

が
ゆ
っ
く
り
過
ぎ
て
い
く
の
で
気
分

転
換
に
も
な
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
子
供
も
大
き
く
な
っ

た
の
で
長
い
距
離
が
歩
け
る
よ
う
に

な
り
、
駒
ヶ
根
ま
で
行
く
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
途
中
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
や

コ
ン
ビ
ニ
へ
寄
り
道
を
し
て
し
ま
う

の
が
悩
み
で
す
。
ま
あ
、
そ
れ
も
ひ

と
つ
の
楽
し
み
で
す
が
、
先
日
の
体

育
の
日
は
、
朝
、
菅
の
台
へ
行
き
、

光
前
寺
を
参
拝
し
た
り
、
駒
ケ
池
で

は
、
逆
さ
富
士
な
ら
ぬ
逆
さ
駒
ケ
岳

を
見
て
き
た
り
し
ま
し
た
。
秋
真
っ

盛
り
で
と
て
も
気
持
ち
よ
く
歩
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
、
歩
く
機
会

が
減
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
す
が
、
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
出
か
け
、
四
季

を
楽
し
ん
で
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
次
回
＝
福
澤
宏
之
さ
ん
）

☆
本
館
事
業
予
定

・
オ
ケ
ラ
と
か
か
し
と
麦
わ
ら
ぼ
う

　

し
収
穫
祭　
　
　
　
　

11
月
23
日

・
し
め
縄
づ
く
り
講
座   

12
月
6
日

・
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
教
室 

12
月
7
・
21
日

☆
分
館
事
業
予
定

・
し
め
縄
づ
く
り
講
習

　

大
原　
　
　
　
　
　
　

12
月
6
日

　

町
1
・
南
割　
　
　
　

12
月
13
日

　

北
割　
　
　
　
　
　
　

12
月
20
日

案  

内

リレー随想
（339）

浜
田
琢
也
（
町
１
）

　

親
子
体
験
教
室
「
オ
ケ
ラ
と
か
か

し
と
麦
わ
ら
ぼ
う
し
」
で
は
、
秋
空

の
広
が
る
10
月
４
日
、
稲
刈
り
体
験

を
実
施
。
親
子
総
勢
39
人
で
黄
金
色

に
実
っ
た
シ
ナ
ノ
コ
ガ
ネ
と
も
ち
ひ

か
り
を
刈
取
り
ま
し
た
。
参
加
者
全

　
10
月
下
旬
、
講
談
社
の
読
書
推
進

事
業
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お

は
な
し
隊
」
が
、
た
く
さ
ん
の
絵
本

を
の
せ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
あ
い
に
く
の
曇
り
空
の
寒

い
一
日
で
し
た
が
、
お
友
達
や
親
子

連
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
、
移
動
図
書
館
車

の
中
の
好
き
な
絵
本
を
手
に
と
っ

て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
ま
た
後
半
は
学
習
室
で

お
は
な
し
会
が
開
か
れ
、｢

た
ま
ご

に
い
ち
ゃ
ん｣　

｢

三
び
き
の
こ
ぶ

た｣

な
ど
絵
本
と
紙
芝
居
５
作
品
を

楽
し
み
ま
し
た
。
会
場
中
が
お
は
な

し
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
、
あ
っ
と

い
う
間
の
30
分
間
で
し
た
。

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは役場総務課企画情報係 ☎ 0265-85-3181

宮田村図書館 ☎ 85-2314（村民会館内）

　

織
り
は
、
１
本
糸
を
通
す
ご
と
に

色
の
変
化
が
楽
し
め
る
の
が
特
徴
で

す
。
読
ん
だ
本
の
感
想
を
、
文
で
な

く
色
で
表
現
し
ま
す
が
、
同
じ
本
を

読
ん
で
も
感
じ
る
色
が
異
な
る
の
も

楽
し
い
所
で
す
。
１
作
目
は
宮
田
村

の
自
然
を
織
り
、
現
在
は
「
マ
ヤ
の

一
生
」
「
大
造
じ
い
さ
ん
と
ガ
ン
」

 
稲
刈
り
・
脱
穀
・
ソ
バ
収
穫

オ
ケ
ラ
と
か
か
し
と
麦
わ
ら
ぼ
う
し

▲本の感じを糸で表現します

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
阿あ

し

ゅ

ら

修
羅　
　
　
　

(

玄げ
ん
ゆ
う侑　

宗
そ
う
き
ゅ
う久)

○
新し

ん
じ
ゅ
く
ゆ
う
ぼ
く
み
ん

宿
遊
牧
民　
　

  (

椎し

い

な名　

誠
ま
こ
と)

○
鉄て

つ

の
骨ほ

ね　
　
　

  (

池い

け

い

ど

井
戸　

潤
じ
ゅ
ん)

○
な
で
し
こ
御ご

よ
う
ち
ょ
う

用
帖(

宇う

え

ざ

江
佐
真ま

り理)

○
神か

み
さ
ま様

の
カ
ル
テ　

(

夏な
つ
か
わ川　

草そ
う
す
け介)

●
児
童
書

○
気
が
つ
け
ば
カ
ラ
ス　

○
デ
モ
ナ
ー
タ 

9
幕ま

く

○
魔ま

じ

ょ女
の
宅

た
っ
き
ゅ
う
び
ん

急
便 

そ
の
６

○
お
し
く
ら･

ま
ん
じ
ゅ
う　
　

他

 

十
一
月
の
本
棚

　
か
ぼ
ち
ゃ
作
り
の
名
人･

町
一
区

北
原
さ
ん
よ
り
巨
大
か
ぼ
ち
ゃ
を
頂

き
、
図
書
館
に
観
賞
用
と
し
て
展
示

し
て
い
ま
す
。

　

｢

ス
ー
プ
か
ぼ
ち
ゃ｣

の
愛
称
で

知
ら
れ
る
こ
の
へ
ち
ま
型
か
ぼ
ち
ゃ

は
、
そ
の
名
の
通
り
ス
ー
プ
に
す
る

と
大
変
美
味
し
い
そ
う
で
す
。

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
11
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

28
日(

土)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
12
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

9
日(

水)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

　

図
書
館
休
館
日

   

11
／ 

16 

( 月 )
・ 

24  

( 火 ) 

・ 

30 

( 月 ) 

   

12
／ 

7 

(月 )
・ 

14  

( 月 ) 

・ 

21  

( 月 ) 

・ 

24  

( 木 )

　
　
　

28 

( 月 )  

～  

１
／
4  

( 月 ) 

おはなし 楽しいね！

員
で
稲
刈
り
鎌
を
使
っ
て
1
株
１
株

丁
寧
に
刈
取
り
、
ワ
ラ
で
束
ね
て
ハ

ザ
に
か
け
ま
し
た
。

  

… 

研
修
の
秋 

…

    

学
級
の
村
外
研
修

  

学
校
週
５
日
制
対
応
講
座
（
３
）

   

本

と

織

り

▲森林鉄道に乗りました

好きな絵本は見つかったかな

謎
の
巨
大
か
ぼ
ち
ゃ
出
現
!?

　

ま
た
、
10
月
24
日
に
は
、
親
子
総

勢
34
人
が
参
加
し
、
ハ
ザ
か
け
籾
の

脱
穀
と
ソ
バ
の
刈
取
り
を
し
ま
し
た
。

脱
穀
に
は
昔
懐
か
し
い
「
足
踏
み
脱

穀
機
」
、
選
別
に
は
「
唐
箕
」
を
使

い
ま
し
た
。
続
い
て
ソ
バ
の
収
穫
に

入
り
、
腰
に
つ
け
た
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

実
っ
た
ソ
バ
の
実
を
収
穫
し
ま
し
た
。

等
を
織
っ
て
い
ま
す
。　

【
婦
人
学
級
】

　

10
月
21
日
、
久
遠
寺
を
見
学
し
た

あ
と
、
鰍
沢
町
十
谷
地
区
に
伝
わ
る

独
特
な
郷
土
料
理
を
味
わ
い
ま
し
た
。

【
宮
田
学
級
】

　

10
月
26
日
、
日
蓮
宗
の
総
本
山
で

あ
る
身
延
山
久
遠
寺
を
訪
ね
、
説
明

を
受
け
て
寺
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

【
宮
田
大
学
】

　

10
月
23
日
、
か
た
く
り
の
里
、
蛇

石
、
も
み
じ
湖
、
美
空
ひ
ば
り
歌
の

里
を
ゆ
っ
く
り
と
巡
り
ま
し
た
。

【
宮
田
大
学
院
】

　

10
月
28
日
、
木
曽
の
赤
沢
森
林
鉄

道
乗
車
体
験
、
山
村
代
官
屋
敷
見
学

と
抹
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲かたくりの里の館内見学

▲つくたべ館で郷土料理を楽しむ▲久遠寺にて説明を聞く学級生
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木製の床板。一昨年、
この床板や橋げたを改
修する工事が行われた。

　

中
越
の
北
の
城
か
ら
天
竜
川
に
架
か
る
こ
の
橋
。

最
近
行
わ
れ
た
改
修
工
事
に
よ
り
、
ひ
と
き
わ
赤
い

色
が
鮮
や
か
に
な
っ
た
北
の
城
橋
で
す
。

　

天
竜
川
で
も
め
ず
ら
し
い
車
が
通
れ
る
吊
り
橋

で
、
橋
げ
た
と
床
板
は
現
在
も
木
製
で
す
。

　

江
戸
時
代
に
は
田
原
村
（
現
在
の
伊
那
市
田
原
）

の
住
民
が
、
川
の
西
側
に
あ
っ
た
田
原
村
分
の
草
場

へ
行
き
来
す
る
た
め
に
舟
で
渡
河
し
て
い
た
地
点
で

し
た
。
待
望
の
橋
が
架
け
ら
れ
た
の
は
昭
和
に
入
っ

て
か
ら
で
、
大
久
保
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
伊
那
峡
と

し
て
こ
の
地
が
脚
光
を
浴
び
て
い
た
昭
和
13
年
、
商

工
会
の
請
負
で
吊
り
橋
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
橋
は
、
昭
和
33
年
の
災
害
時
に
修
復
を

行
っ
た
も
の
で
、
今
も
伊
那
市
の
竜
東
地
区
と
を
結

ぶ
生
活
道
路
と
し
て
多
く
の
車
が
通
行
し
て
い
ま

す
。橋
の
周
辺
は
川
幅
が
狭
ま
り
、
大
き
な
岩
や
木
々

が
天
竜
川
に
迫
る
景
色
も
楽
し
め
ま
す
。

　

青
空
に
く
っ
き
り
映
え
る
赤
い
吊
り
橋
―
。
い
つ

ま
で
も
残
し
た
い
風
景
で
す
ね
。

こ
こ
っ
て
ど
ん
な
場
所
　
再
発
見
！
み
や
だ
む
ら

  
北
の
城
橋  -

天
竜
川
に
架
か
る
吊
り
橋 -
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